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飯
田
ゼ
ミ
が
作
品
展 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
飯
田

栄
治
教
授
の
ゼ
ミ
生
は
十
月
十

か
ら
十
二
日
ま
で
、
金
沢
市
民 

 

大
学
野
球
は
２
位 
 

北
陸
大
学
野
球
秋
の
リ
ー
グ

戦
は
10
月
14
日
終
了
し
、
金
沢

学
院
大
学
は
７
勝
３
敗
で
２
位

で
し
た
。10
月
26
日
か
ら
名
古

屋
で
開
か
れ
る
愛
知
・
東
海
・

北
陸
代
表
決
定
戦
に
、
優
勝
し

た
福
井
工
大
と
と
も
に
出
場

し
、
明
治
神
宮
大
会
の
出
場
権

獲
得
を
目
指
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
秋
の
北
信
越
高
校
野

球
石
川
県
大
会
に
出
場
し
た
金

沢
学
院
東
高
校
は
準
々
決
勝
で

敗
退
し
ま
し
た
。 

味
覚
、
見
瀬
和
雄
教
授
が
素
麺

の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
ま
し
た
。 

 

馬
場
先
恵
子
准
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
っ

た
全
体
討
論
＝
写
真
右
＝
で

は
、
穴
水
の
ま
い
も
ん
ま
つ
り

を
例
に
、「
地
元
の
山
海
の
食
材

を
見
直
す
取
り
組
み
が
大
切
」

な
ど
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

飯田ゼミ展の作品＝金沢市民芸術村 

 

金
沢
学
院
大
生
の
出
品
作

と
展
示
場
所
は
次
の
通
り
。 

 

▽
「
ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
」
野
村
證

券
金
沢
支
店
＝
奨
励
賞
▽

「
ｍ
ｉ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ 

ｆ
ｏ
ｒ

ｅ
ｓ
ｔ
」
明
治
安
田
生
命
金

沢
支
店
＝
南
町
通
り
商
工
会

長
賞
▽
「
翼
」
岡
三
証
券
金

沢
支
店
▽
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｏ
」
あ
お
ぞ
ら
銀
行
金
沢

支
店
▽
「
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
」
イ

オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

中
部
支
社
▽
「
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ

ｇ 

ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
？
マ
チ
食
い

花
？
」
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル

証
券
金
沢
支
店
▽
「
紙
コ
ッ

プ
と
旅
す
る
金
沢
」
北
國
銀

行
香
林
坊
支
店 

 

 

金
沢
駅
東
広
場
か
ら
金
沢
21
世
紀
美
術
館
ま
で
の
都
心
通
り

沿
い
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
、
学
生
が
制
作
し
た
芸
術
作
品
を

展
示
す
る
「
金
沢
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
十
月
十
二
日
始
ま

り
、
金
沢
学
院
大
学
の
学
生
が
手
が
け
た
作
品
も
七
カ
所
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月
十
一
日
ま
で
。

来
月
11
日
ま
で 

 
湯谷幸さんが制作した「ｍｉｒｒｏｒ  
ｆｏｒｅｓｔ」＝明治安田生命金沢支店 

金沢学院大生グループｐｅｅｐが奨励賞を 
受けた「ｐｅｅｐ」 ＝野村證券金沢支店 

 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
講
座

で
十
月
十
二
日
と
十
九
日
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
が

行
わ
れ
、
来
年
春
か
ら
の
本
格

的
な
就
職
活
動
開
始
を
控
え
た

学
生
が
、
各
種
事
業
所
の
様
子

や
働
く
人
た
ち
の
意
識
に
つ
い

て
参
考
に
し
ま
し
た
。 

 

十
二
日
の
報
告
会
で
は
、
六

人
が
演
壇
に
立
ち
、
北
國
新
聞

社
、
ラ
ジ
オ
た
か
お
か
、
若
草

福
祉
作
業
所
、
金
沢
市
役
所
な 

な
ど
で
夏
休
み
中
に
臨
ん
だ
実

習
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。 

発
表
し
た
学
生
ら
は
、「
働
く

こ
と
は
時
間
と
の
戦
い
で
あ
る

と
実
感
し
た
」
、「
地
域
と
の
密

着
性
を
改
め
て
認
識
し
た
」
、

「
従
業
員
同
士
の
意
思
の
疎
通

は
ま
ず
自
分
か
ら
声
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、「
人
の
話

を
聞
き
、
そ
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
の

感
想
を
話
し
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
内

容
を
報
告
す
る
学
生 

＝
講
堂 

能
登
の
食
材
の 

見
直
し
が
大
切 

 

文
化
財
学
科
公
開
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
文
化
財
学
科
の
公
開
講
座

「
半
島
能
登
の
風
土
と
歴
史
」

は
十
月
十
三
日
、
七
尾
サ
ン
ラ

イ
フ
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
聴
講

者
約
六
十
人
が
古
代
か
ら
近
世

ま
で
の
能
登
の
食
文
化
に
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

 

清
水
宣
義
教
授
が
能
登
の

神
々
の
神
饌
（
供
物
）
、
小
嶋
芳

孝
教
授
が
塩
作
り
、
東
四
柳
史

明
教
授
が
戦
国
大
名
の
献
立
と 

地
域
密
着
を
再
認
識 

学
院
大 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告 

都心通りを彩る 

学
院
大
生
の
作
品 

芸
術
村
で
作
品
展
を
開
き
、
学

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

三
、
四
年
の
ゼ
ミ
学
生
計
十

四
人
が
、
紙
粘
土
を
使
っ
て
コ

マ
撮
影
し
た
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
、
水
の
粒
子
の
物
理
的

性
質
を
映
像
化
し
た
も
の
、
風

を
セ
ン
サ
ー
に
送
る
と
画
像
の

繊
毛
が
動
く
映
像
な
ど
、
個
性

的
な
作
品
を
並
べ
ま
し
た
。 

 

あ
す
、
あ
さ
っ
て
清
鐘
祭 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

の
学
園
祭
「
清
鐘
祭
」
は
十
月

二
十
、二
十
一
日
行
わ
れ
ま
す
。

二
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
メ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
で
「
忍
た
ま
乱
太

郎
シ
ョ
ー
」
、二
十
一
日
午
後
三

時
半
か
ら
体
育
館
で
川
嶋
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
進
学
相
談
会
が
両
日
と
も
午

後
一
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。 

発
行
・
広
報
室 


